
１．全体概要

第４４回セラミックス基礎科学討論会（the４４

th Symposium on Basic Science of Ceramics）

が，２００６年１月１９日（木）から２０日（金）まで，

２日間に渡り，高知市文化プラザかるぽーと

（写真）で開催された。開催前日は雨がぱらつ

き，気温が低かったが，会期の二日間は，なん

とか天気も持ちこたえた。会場の高知市文化プ

ラザかるぽーとは，高知市中心部に位置し，周

辺には，有名なはりまや橋や，現在放映中の大

河ドラマ「功名が辻」の舞台である高知城など

があり，少し足をのばせば，桂浜にも行くこと

ができる。

セラミックス基礎科学討論会は，セラミック

スの基礎を中心に広範囲の分野について討論を

行い，毎回２００件以上の発表がある。年会や秋

季シンポジウムに並ぶ日本セラミックス協会主

要行事の一つとなっている。今回の討論会で

は，一般セッションとして，セラミックス材料

科学の基礎から応用まで幅広い分野の講演が行

われた他，特定セッションとして，セラミック

スのケミカルデザイン（微粒子設計，前駆体，

分子鋳型，メソ多孔体，インターカレーショ

ン，有機・無機ハイブリッド，マイクロパター

ンなど）についての講演が行われた。また，

「World Young Ceramist Meeting，２００６」とし

て国内外の若手の研究者よる英語での発表１０

件が行われた。セッションは全１３セッション
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からなり，２２０件の講演（特別講演２件を含

む）が行われた。セッション名と，それぞれの

発表件数は以下のとおりである。

・ 環境 ７件

・ 電池 １２件

・ 薄膜 １７件

・ 構造材料 １４件

・ ナノ １１件

・ 生体材料 １１件

・ 構造解析・シミュレーション １２件

・ 電子材料 ２６件

・ 合成・プロセス ２８件

・ 蛍光体 ９件

・ 触媒・センサー ２１件

・ 光・ガラス １５件

・ ケミカルデザイン ３７件

（内２件は特別講演）

一般セッションでは，電子材料，合成・プロ

セスの発表件数が多かった。また，特定セッシ

ョン（ケミカルデザイン）は，内容が多岐にわ

たり，興味深い報告が多かった。以下では２日

目に行われた光・ガラスセッションについて報

告する。

２．光・ガラスセッション トピックス

◇阪大接合研の中畑氏らは，CAD/CAMプロ

セスの光造形法を利用したフォトニックフラ

クタルについて講演を行った。TiO２－SiO２

微粒子を分散させた光硬化性樹脂液へ，紫外

線レーザーを断面データに沿って照射し，形

成された断面層を積み重ねていくことによ

り，フラクタル構造をもつサンプルを作製し

た。このサンプルの中央空洞で，電磁波が局

在化することを示した。

◇東工大の田辺氏らは，透明材料のレーザーダ

メージ機構について講演を行った。異なるパ

ルス幅（８ns・１８０ps・１００fs）のレーザーを

SiO２ガラスに照射した場合の光電流測定を

行い，光電流値のピーク強度依存性から，パ

ルス幅によるレーザーダメージ機構の違いに

ついて報告した。８ns の場合は多光子吸収に

よって初期のフリーキャリアが生成する一

方，１００fs の場合，トンネルイオン化による

種電子生成が支配的であると導き出した。

◇九大総理工の桂氏らは，SiO２・B２O３・P２O３・

GeO２・TeO２ガラス中にドープしたYb３＋の
２F７／２－２F５／２遷移に基づく吸収・蛍光スペクト

ルに対する，マトリクス効果について講演し

た。それぞれのガラス系で，組成を系統的に

変化させたときの吸収・蛍光スペクトルを測

定した。組成によってYb３＋－O２－の結合性と

Yb３＋周囲の局所構造の対称性が変化するた

め，電気双極子遷移に対応するサテライト

ピークが大きく変動することを示した。

◇徳島大の青木氏らは，錯体重合法により作成

したアモルファス金属酸化物前駆体からアン

モニア窒化法を用いて合成した LaTi

（OxN１－x）y の光学バンドギャップ制御につい

て講演した。アンモニア流量を少なくすると

生成物中の窒素量が少なくなり，バンドギャ

ップが広がった。反応時間を調節することで

も同様にバンドギャップの制御が可能である

ことを示した。

◇岡山大院の赤嶺氏らは，二成分系TeO２ガラ

スの屈折率の組成依存性について考察した。

XPSより，添加する成分によって屈折率と

O１s束縛エネルギーとの相関が逆になること

を明らかにし，酸化物イオンの分極状態が屈

折率に大きな影響を与える因子でない可能性

を示した。一方，上と同じく種々の成分を添

加したところ，どの成分についても，屈折率

の減少に伴い光学バンドギャップは増加する

傾向が見られ，フロンティア軌道の構成との

相関からも，屈折率がバンドギャップに大き

く依存することを示した。

３．おわりに

筆者と同年代の若手の発表も数多く，また，

活発な討論も行われ，刺激を受けた二日間であ

った。

NEW GLASS Vol．２１No．２２００６

６９


